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四
月
十

一
日
午
後
六
時
か
ら
、高

森
中
学
校
体
育
館
で
、英
語
劇
「美
女

と
野
獣
」
の
公
演
が
あ
り
、約
八
十
人

の
町
内
の
小
中
学
生
の
俳
優
が
四
百

人
の
観
客
の
前
で
立
派
に
舞
台
を
踏

み
ま
し
た
。観
客
は
演
じ
る
役
柄
、英

だ
れ
で
も
気
軽
に
英
会
話
で
国
際
社
会
に
理
解
を
！

ど
も
英
諧
劇
「奨
安
を
解
獣
」勲
演

一生懸命頑張りました。80名の出演者は満足顔
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4月 26日 (日 )高森駅前公園広場を発着に市街地―帯の車いすウォッチングを行い

ました。日頃何気なく歩いている道でもちよつとした段差や傾き、側溝の小さな穴等で

も車いすに乗つて体験してみればすごく大変。「やさしいまちづくり」をすすめる貴重

な体験でした。

4月 25日 、町が誘致して昭和51年 10月 1日 に開業以来好評の休暇村南阿

蘇 (下野健治支配人)がリニューアルオープンしました。

平成11年に開催される “くまもと未来国体"にむけての増改築で、今回

の増改築ではエレベーターの取り付けやス回―プを使用したお年寄りや、

からだの不自由な方にもやさしい施設となりました。三階には熊本名勝百

景でおなじみのすばらしい景色が楽しめる展望浴室ができ、ゆつたりと眼

前に根子岳を望みながらの入浴も楽しめます。

この増改築に伴い約5ヶ 月の間休館いたし、ご迷惑をおかけしました。

休暇村 南阿蘇 丁EL2-2111
１

２

３

４

５

町
民
憲
章

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。 0 ■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 TEL.09676-2-111l FAX2-1174

にソ
森林資源保護・自然環境保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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休暇村だより



町
民
の
皆
様
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
既
に
ご
存
知
の
よ
う

に
、
未
だ
か

っ
て
な

い
不
祥
事
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
、
誠
に
申
し
訳
な
く
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

町
執
行
部
と
致
し
ま
し
て
も
、
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

遅
き
に
失
し
た
き
ら
い
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
再
発
防
止
の
た

め
、
職
員
個
人
に
つ
い
て
職
務
執
行
権
限
の
集
中
を
排
除
し
、

更
に
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
図
る
等
、
職
員

一
丸
と
な
り
、

今
後
町
民
の
皆
様
の
ご
不
安
の
な
い
信
頼
さ
れ
る
行
政
事
務

を
執
行
致
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
五
月
二
十
日
に
高
森
警
察

署
長

へ
詐
欺
罪
等
の
容
疑
で
告
訴
手
続
き
を
取
り
ま
し
た
。

更
に
高
森
町
監
査
委
員

（二
人
）
に

「元
職
員
の
賠
償
責
任

に
関
す
る
監
査
」
を
ご
依
頼
し
、
早
々
に

「当
該
元
職
員
は
、

町
に
与
え
た
損
害
額
の
賠
償
責
任
を
有
す
る
」
と
の
監
査
委

員
の
決
定
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
賠
償
命
令
を
発
す
る

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
今
回
の
不
祥
事
に
関
し
ま
し
て
診
療
費
の
変
動
、
税
の

増
高
等

一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
と
の
協
議
を

図
り
な
が
ら
支
障
を
来
す
こ
と
な
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
安
心
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
尚

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
、

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
森
町
長

今

村

博

信

母

子

家

庭

相

談

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や
悩

み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
七
月
十
六
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
　
第

一
委
員
会
室

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
六
月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

心
配
ご
と
相
談

何
か
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

で
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

地
元
民
生
児
童
委
員
の
心
配
ご
と

相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
六
月
十
七
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

六
月
二
十
四
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

口
色
見
地
区

■
と
　
き
　
七
月
十
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

●

体
日

在
宅
医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

６
月
１４
日
　
寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
７
８

６
月
２１
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②

‐
３
３
５
１

６
月
２８
日
　
渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦

ｉ

７
７
７

７
月
５
日
　
後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
０
０
１
９

７
月
１２
日
　
立

野

病

院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

７
月
１９
日
　
み
な
み
阿
蘇
ク
リ

ニ
ツ
ク
　
　
Ｔｅ‐
⑦

‐
２
０
３
０

７
月
２０
日
　
藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
０
０
２
０

７
月
２６
日
　
平

田

医

院

Ｔｅ‐
②

‐
３
３
５
１

一

ヽ
７
，
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編
集
後
記

０
■
ｕ

い
Ｌ

う

っ
と
う
し
い
梅
雨
に
入
り
ま

し
た
が
役
場
で
は
、
四
月
末
か
ら

既
に
梅
雨
と
大
時
化
状
態
。
何
を

す
る
に
し
ろ
憂
鬱
な
毎
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
編
集
後
記
も

す

っ
き
り
し
た
気
分
で
書
き
上
げ

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
残
念
の

一

言
に
尽
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に

は
も
と
よ
り
、
今
年
採
用
の
三
名

の
新
人
職
員
に
申
し
訳
な
く
思
い

ま
す
。
夢
と
希
望
を
持

っ
て
入

っ

て
き
た
職
場
が
入
る
や
否
や
こ
う

い
う
状
態
に
陥
っ
た
の
で
す
か
ら
。

皆
さ
ん
の
信
頼
回
復
の
た
め
全

職
員

一
丸
と
な
り
頑
張
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
ど
う
か
温
か

く
見
守

っ
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
田
浩

●  ●

●

親
と
子
の
交
通
安
全
教
室

「危
な
い
よ
！
気
を
つ
け
よ
う
！
」
で
は
理
解
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

子
ど
も
の
肉
体
的

・
心
理
的
違
い
を
知
り
、
何
が
危
険
か
‥
。ど
う
気

を
つ
け
る
か
を
具
体
的
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す

子
ど
も
た
ち

‥
・特
に
小
さ
い
子
ど
も

へ
の
交
通
教
育
は

大
変
難
し
い
も
の
で
す
。
大
人
は
解

っ
て
い
る
こ
と
も
、
子

ど
も
に
は
見
え
な
い
‥
・聞
こ
え
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
人
と
子
ど
も
の
目
の
高
さ
と
視
野

は
か
な
り
違
う
こ
と
、
子
ど
も
の
心
理
や
運
動
能
力
な
ど
を

理
解
し
て
、
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

五
月
二
十
日
、
町
の
企
画
に
よ
り
、
五
つ
の
町
立
保
育
園

合
同
の

「親
と
子
の
交
通
安
全
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、高
森
警
察
署
交
通
係
の
ご
協
力
に
よ
り
実
際
に

横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
役
場
前
の
道
路
で
実
施
し
ま
し
た
。

高
森
警
察
署
交
通
係
の

皆
さ
ん
か
ら
、
『
ハ
ヒ
フ
ヘ

ホ
の
実
施
』

ハ

・
走
ら
な

い
。
ヒ
・広
が
ら
な
い
。
フ
・

ふ
ざ
け
な
い
。
へ
・
変
な
こ

と
し
な
い
。
ホ
・
歩
道
を
歩

く
。
の
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん

へ

は
子
ど
も
の
特
性
を
知

っ

た
上
で
の
具
体
的
な
指
導

方
法
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
、

参
加
さ
れ
た
お
父
さ
ん

。

お
母
さ
ん
た
ち
は
熱
心
に

聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

しばらく絶句していました。

*都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

al

(2)

高森署交通係・右藤主任から子どもたちに横断歩道の渡り

方を指導(15)今度の温泉館休館日 6月 17日 (水 )・ 7月 15日 (水 )

毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は

開館して、次の日が休館日となります。

町

の

移

動

図

書

七
月
十
四
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

（火
）

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

七
月
十
五
日

（水
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見
支
所
１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
１４
時

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>佐藤秀武 古澤貞義 中尾多美

子 桐原定嘉

■広報送料寄付

後藤美代子 (横浜市港南区)

桐原酉次 (札幌市南区)

1998.4月受付分  敬称略

人口の動 き

(4月 末 日現在 )

世帯数  2,593 ( 15)
男  3,836(-4)
女   4,152 (  9)

総  数  7,988 (  5)
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4.12

4.23

4.27

善 意 の灯

饒ヽ
ヤC>

女

男

女

男

女

獅
妻

父
夫

母
妻

おくやみ
しあげます

後 藤

すえながく
お幸せに

美

郎

代

光
美

秋

子

明
代

ヽ

　

　

出
　

　

　

　

代

ノ
ノ

和

悦

日

直

和

高
美

洋

幸

父
母

父
母

父

母

父

母

父
母

馬 原 恵 介
(岩下)ふみよ

後  藤  昭
(廣 石 )美 佐

高 崎 康 誌

(今 村 )辰 代

自 石  守
(中 山)直 美

荒 牧 裕 一

(森 山)久 美

鎌 尾 宗 慶
(渡部)留美子

高 森 ・ 旭 通
一 の 宮 町

上 色 見 ・前 原

ありがとうございました

(荀妍liⅧ齢

〕遍
澤

御

古

(上在) 4.2生

瀬井 敬悦ちゃん
(旭通) 4.2生

赤星亜里紗ちゃん
(昭和) 4.9生
牛嶋  純ちゃん
(昭和) 4.16生
福田貴美佳ちゃん
(昭和) 4.24生

う

所
山
山
神

山

子

主
〕

住
片
村

天
村
幸

中尾多美子

桐原 定嘉

安藤 勝一

族

義

繁

貞

齢

３

８

０

９

７

年

７

８

６

８

５

者

工
継

志

エ

エ

ミ

ベ

亡

ス

Ｚ

澤

藤

嗣

古

後

中尾 篤

桐原クニ

安藤サカ

蘇  町

・ 上 在

陽  町

・ 下 町

本  市

。 上 在

本  市

・ 下 町
・ 下 町

森

　

森

　

森

　

森
森

阿

高
蘇

高
熊

高
熊

高
高

赤 ち ゃ ん
たんじょう
荒牧 美咲ちゃん

横断中

ヘフ

お知らせのへ
°麟ゾ

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
払
い
戻
し
金

服
不
祥
事
に
対
す
る
お
詫
び

登
記

・
人
権
相
談

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の

登
記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
登
記

・
人
権
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
六
月
十
七
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

―
口′

・■_r
‐口‐■―■

′ヽヽ

警

一
一
一
・〓

・覺
鷲.《

交 通 安 全
T'raffic Safety



県

の

移

動

図

室
日
　

七
月

一
日

（水
）
午
前
土

時

役
場
玄
関
前

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
の
増
大
と
多
様
化
す
る

要
望
に
応
え
、
適
切
な
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
研
修
期
間
　
平
成
十
年
八
月
～

十

一
年
二
月

■
研
修
課
程
　
三
級
課
程

（五
十

時
間
）、
二
級
課
程

（百
三
十
時
間
）

（た
だ
し
三
級
課
程
修
了
者
に
限
る
）

■
申
込
期
間
　
平
成
十
年
六
月
二

十
九
日

（月
）
～
七
月
十
日

（金
）

■
申
込
先
　
高
森
町
役
場
福
祉
係

■
問
い
合
せ
先
　
熊
本
県
高
齢
保

健
福
祉
課
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・

１
１
１
１

（内
線
７
１
０
５
）

熊
本
県
で
は
左
記
の
と
お
り
保

母
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
　
平
成
十
年
八
月
十
八

日

（火
）
～
二
十

一
日

（金
）

■
受
験
資
格
　
短
期
大
学
等
を
卒

業
し
た
方
や
今
年
度
卒
業
見
込
み

の
方
、
あ
る
い
は
、
平
成
三
年
三

月
三
十

一
日
以
前
に
高
等
学
校
を

卒
業
さ
れ
た
方
や
児
童
福
祉
施
設

に
お
い
て
五
年
以
上
児
童
の
保
護

に
従
事
し
た
方
な
ど
。

■
受
付
期
間
　
平
成
十
年
七
月

一

日

（水
）
～
七
月
十
五
日

（水
）
（当

日
消
印
有
効
）

■
申
込
み

。
問
い
合
せ
先
　
熊
本

県
児
童
家
庭
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
・３
８

３

・
１
１
１
１

（内
線
７
１
２
５
）

交

通
遺

児
等

育

成

資
金‐‐
■

賞

付

制

度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
交
通
遺
児
等

へ
の
育
成
資
金

の
貸
付
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重
度

の

後
遺
障
害

が
残

っ
た
方

の
子
弟

で
、
零
歳
か
ら
中
学
生

の
子
ど
も

を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸
し
付
け

る
制
度
で
す
。

一
時
金
十
五
万
四
千
円
、
月
額

一
万
九
千
円
、
入
学
支
度
金

（小

・

中
学
入
学
時
）
に
四
万
四
千
円
と

な

っ
て
い
て
、
返
済
期
間
も
長
く

（二
十
年
以
内
）
安
心
し
て
借
り

ら
れ
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策

セ

ン
タ
ー
熊
本
支
所
　
ＴＥＬ
０
９

６

・
３
２
２

・
５
２
２
９
ま
で
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
主
催

に
よ
る
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

■
日

時

七
月
二
日

（火
）

正
午
か
ら
午
後
二
時

係
者
等
約
二
百
名
は
今
後
の
子
ど

も
の
家
庭
教
育
の
参
考
に
と
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

得
能
本
部
長
は
少
年
非
行
の
間

題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、
「親
子

の
信
頼
こ
そ
が
非
行
を
な
く
す
。
」

と
訴
え
、
県
内
各
地
で
講
演
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
場

所

高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（役
場
隣
り
）

■
相
談
内
容
　
厚
生
相
談

（医
療

・

職
業
・生
活
）、
補
装
具
の
交
付
・修

理
に
関
す
る
相
談
な
ど

相
談
内
容
把
握
の
た
め
予
約
制

と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
六
月
二
十

二
日

（月
）
ま
で
町
役
場
町
民
福
祉

課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
０

・

１
３
１
）

補
給
制
度

良
質
な
本
材
住
宅
の
振
興
を
図

る
た
め
、
住
宅
金
融
公
庫

の
融
資

を
受
け
て
自
ら
が
居
住
す
る
た
め

に
地
域
材
を
使
用
し
た
本
材
住
宅

を
建
設
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
て
、
県
が
補
助
金
を

交
付
し
て
、
住
ま

い
づ
く
り
を
応

援
す
る
制
度
で
す
。

■
募
集
期
間

平
成
十
年
六
月
二
十
二
日

（月
）

～
平
成
十
年
七
月
二
日

（金
）

■
募
集
戸
数
　
七
十
五
戸

応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２
１
８
５
７
０

熊
本
市
水
前
寺
六
‐
十
八
‐
一

熊
本
県
土
本
部
住
宅
課
計
画
係

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
６
２
４
６
）

六
十
五
歳
ま
で
継
続
雇
用
又
は

再
雇
用
を
援
助
、
促
進
す
る
目
的
か

ら
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

方
で
被
用
者
期
間
が
五
年
以
上
で
、

六
十
歳
到
着
時
に
比
べ
賃
金
が
低

下
し
た
状
態
で
継
続
雇
用
又
は
再

就
職
就
労
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

最
高
で
二
五
％
相
当
の
給
付
を
行

う
雇
用
継
続
給
付
制
度
が
、
平
成
七

年
四
月
よ
り
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付

額
の
算
定
方
法
も
六
十
歳
到
着
時

と
離
職
時
（六
十
歳
到
着
後
最
初
の

離
職
時
）
の
賃
金
を
比
較
し
、
高
い

と
き
の
賃
金
を
基
に
し
て
算
定
す

る
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
ど
ち
ら
の
措
置
も
六
十
歳

到
着
時
点
の
賃
金
を
、あ
ら
か
じ
め

安
定
所
に
登
録
し
て
お
く
こ
こ
と

が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、
在
職
中

に
六
十
歳
に
な

っ
た
場
合
や
六
十

歳
以
上
の
方
で
未
登
録
の
方
は
、
早

急
に
勤
務
先
を
通
じ
て
登
録
手
続

き
を
と
ら
れ
て
下
さ
い
。

な
お
、育
児
休
暇
を
対
象
と
し
た

継
続
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

（阿
蘇
公
共
職
業
安
定
所
）

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
０
４
０

町
に
は
六
つ
の
阿
蘇
南
部
交
通
安

全
協
会
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。
各
地

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
交
通
教
室
を
実

施
し
、
交
通
行
政
の
重
要
な

一
端
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

春
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間

中
は
当
然
の
事
な
が
ら
他
の
時
期

高
森
簡
易
裁
判
所
及
び
熊
本
家

庭
裁
判
所
高
森
出
張
所
で
は
、
こ

の
度
、
新
庁
合
が
完
成
し
、
六
月

十
九
日
に
移
転
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
ご
協
力
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［新
庁
舎
］

〒

８

６

９

１
１

６

０

２

高
森
町
大
字
高
森

一
三
八
五
‐
六

Ⅲ
２

・
０
０
６
９

（従
前
ど
お
り
）

高
森
簡
易
裁
判
所

熊
本
家
庭
裁
判
所
高
森
出
張
所

職
　
目員
　
募
　
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香

苑
で
は
、
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
十
年
六
月
二
十
日
ま
で

■
募
集
人
員

介
護
職
員
男
性

（年
齢
二
十
歳

位
ま
で
）
若
干
名

介
護
職
員
女
性

（年
齢
四
十
歳

位
ま
で
）
若
干
名

■
募
集
方
法

随
時
受
付
面
接
（履
歴
書
持
参
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑

ＴＥＬ
２

・
３
１
１
１
ま
で

『親
の
道
教
室
」
開
催

～
親
と
し
て
子
ど
も
に
ど
う
い
う
態
度
で
接
し
て
ま
す
か
～

●  ●

●  ●

六
十
歳
到
着
時
の
賃
金
登
録

　

裁
判
所
の
新
庁
舎
完
成
に
伴

は
お
済
み
で
す
か
？
　
　
　
　
う
移
転
の
お
知
ら
せ

各
支
部
で
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
交
通
教
室

皆
さ
ん
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

に
も
、
学
校
や
保
育
園
、
老
人
会

な
ど
へ
の
交
通
安
全
教
室
を
高
森

警
察
署
と
協
力
を
し
な
が
ら
自
主

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
交
通
行
政
の
重

要
な
役
割
と
な
り
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の園

との

4月 8
児が

お巡 した。

親

の

道

十

則

一
、
信
頼
さ
れ
る
親
に
な
る

二
、
子
ど
も
の
模
範
に
な
る

動
を
と
る
こ
と

三
、
心
の
安
ま
る
家
庭
を
つ
く

る
こ
と

四
、
子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
こ
と

五
、
子
ど
も
に
責
任
感
を
持
た

せ
る
こ
と

六
、
子
ど
も
の
意
志
を
尊
重
す

る
こ
と

七
、
子
ど
も
の
立
場
で
考
え
る

こ
と

八
、
家
庭
の
決
ま
り
を
作
る
こ
と

九
、
家
庭
は
仲
良
く
、
よ
く
話
し

合
う
こ
と

十
、
問
題
行
動
に
気
付
い

早
め
に
手
当
を
す
る
リ

（親
の
道
教
室
の
し
お

調

査

結

果

報
告

「め
ざ
そ
う
―
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

四
月
二
十
四
日
と
五
月
二
十
五

□
午
前
十
時
～
十

一
時

○
運
転
席
　
８
４
．

〇
助
手
席
　
８
１
．

■
五
月
二
十
五
日

□
午
前
十
時
～
十

一

〇
運
転
庸
　
７
８
．

○
助
手
席
　
６
２

．
５ ８

％
（県
下
５３
位
）

一十
四

日

率

ベ

藝

自
分
の
命
を
守

の

一
部
は
次

し

ま

し

た

用
日
本

一
」

ト
ベ
ル

今
年
は
毎
月
二
十

低
い
　
若
い

誰

の
た
め
で

か
ら

一
時
間
、
県

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

女性交通指
募

町
で
は
次
の
と
お
り
女
性
交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
　
五
年
程
度
交
通
安
全
教
室
や
交
通
指
導
に
ご
協
力

の
得
ら
れ
る
方

（各
種
交
通
安
全
教
室
の
講
師
や
指
導
が
主
な
業
務

と
な
り
ま
す
。
）
（ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
）

■
募
集
人
員
　
　
女
性
交
通
指
導
員
　
三
名

■
募
集
期
間
　
　
平
成
十
年
六
月
二
十
日

（火
）

■
応
募
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
　
総
務
課
　
広
報
統
計
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
１
８
）

導員
集

ヽ
ヽ
ヽ
ヾ

役場の支払日 6ノ15(月 )6ノ25(木)7/6(月 )7ノ 15(水)時間10時贋引5時まで (14)(3)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
養
成
研
修

四
月
二
十
九
日
、
親
の
道
教
室

が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
熊
本
県
警
が
今

日
の
少
年
非
行
を
な
く
そ
う
と
主

催
し
た
も
の
で
す
。

講
師
に
熊
本
県
警
本
部
長
の
得

能
英
夫
さ
ん
が
少
年
非
行
に
み
る

子
ど
も
の
問
題
性
等
を
具
体
的
に

講
話
さ
れ
、
参
加
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

' 1i''qP
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役場ん若きゃもん紹介
「土
砂
災
害
防
止
月
間
」
六
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
　
危
険
個
所
等
を
知
ら
せ
被
害
の
軽
減
防
止
を
図
ろ
う
。
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

高
森
町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
五
月
三
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
町
長
、
飯
干
新
団
長
を
は
じ
め
町
内
十
四
の
全
分
団
か
ら
分
団
長
な
ど

百
名
が
出
席
。階
級
変
更
に
伴
う
四
十
二
名
と
新
入
団
員
八
名
に
辞
令
交
付

が
さ
れ
ま
し
た
。
（本
年
度
の
高
森
町
消
防
団
員
数
、
三
百
四
十
七
名
）

ま
た
塚
本
前
団
長
を
は
じ
め
退
団
者
十
四
名
に
、永
き
に
わ
た
る
消
防
団

活
動

・
地
域
貢
献
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
団
員
紹
介

機
動
　
分
団

一
分
団
二
部

三
分
団

一
部

四
分
団
二
部

五
　
分
　
団

五
　
分
　
団

七
分
団

一
部

八
分
団
二
部

今

村

親

助

山

口

泰

央

佐

野

進

一
郎

杉

本

英

樹

緒

方

久

哉

佐

藤

賢

正

楢
本
野

和

則

村

上

孝

臣

今年、役場には3名の職員の採用がありました

ので紹介します。いろんなところでお会いするか

と思いますが、気軽に声をかけてやつて下さい。よ

ろしくお願いします。

緊張 した面もちで宣誓書を読み上げる新入団員

避難場所を確認してください

◎火山噴火、風水害、地震、火災など大災害が発生じ

た時、避難場所として町が決めているところは次のと

お りです。

お疲れさまでした 塚本前団長

梅
雨
時
期
到
来

災
害
発
生
に
注
意

災

害

は
忘

れ

た

頃

に

本
町
で
は
、
毎
年
梅
雨
の
時
期

に
道
路
や
農
地
の
災
害
が
発
生
し

て
お
り
、
数
年
に

一
度
は
大
き
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
近
年

で

は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
三
日
深

夜
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
農
地

や
道
路
の
み
な
ら
ず
、
三
名
の
方

五
月
号
十
九
ぺ
―
ジ
の

「俳
句
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（正
）

清
貧
の
楽
し
き
頃
や
春
お
ぼ
ろ
　
　
　
　
　
　
野
尻
　
里
女

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　
　
一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

●  ●

●  ●

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

「児
童
手
当
現
況
届
」
は
七
月
中
に
提
出
を
！

児
童
手
当
制
度
は
、
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得

（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
手
当

に
つ
い
て
は
前
々
年
）
が

一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

第

一
子
と
第
二
子
に
つ
い
て
は
月
額
五
千
円
、
第
二
子
以
降
は
月
額

一

万
円
で
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
六
月
中

（今
年
は
、
特
別
減
税

処
理
の
た
め
七
月
中
）
に

「児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
六
月

一
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類

☆
年
金
加
入
証
明
書
又
は
申
立
書

受
給
者
が
被
用
者

（サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
）
で
あ
る
場
合
に
提
出

☆
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行

す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

（七
月
一
日
以
降
の
証
明
が
あ
る
も
の
）

高
森
町
に
平
成
十
年

一
月

一

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に

提
出

☆
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

書
類
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
民
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

肥

後

狂

句

卯
　
月
　
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

無
理
す
ん
な
　
破
産
す
る
と
も
生
き
る
道

景
気
の
良
さ
　
道
具
は
ト
レ
ー
ラ
ー
で
来
る

遠
か
な
ア
　
ま
あ
だ
我
が
家
の
味
で
無
ア

ラ
ッ
キ
ー
ね
工
　
車
窓
に
は
夕
映
え
の
富
士

遠
か
な
ア
　
自
分
探
し
の
旅
な
が
ら

心
技
体
　
パ
チ
ン
コ
台
イ
座
禅
か
な

遠
か
な
ア
　
も
う
年
功
は
物
言
わ
ん

無
理
す
ん
な
塾
の
梯
子
で
可
哀
相

遊
び
半
分
　
そ
こ
が
良
か
っ
た
オ
ー
デ
イ
シ
ョ
ン

Ｌ
Ｅ
ｒ
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僣
Ｆ
　
　
　
　

「́

霞
晴
れ
古
き
戦
場
壇
の
浦

魚
の
如
泳
ぎ
つ
舞
い
つ
竹
落
葉

自
藤
の
香
り
豊
か
に
窓
の
外

笹
餅
の
甘
き
香
り
や
茶
器
の
中

明
け
易
し
吾
が
混
沌
の
夢
覚
め
り

春
さ
そ
う
火
文
字
焼
き
や
天
こ
が
し

山
の
藤
あ
の
本
こ
の
本
と
宿
り
咲
き

鯉
職
り
孫
去
り
行
き
て
老
二
人

切
ら
れ
て
も
惚
の
芽
伸
び
る
雨
続
く

輻
脚ヽ

文
芸

亜
　

フ
由よむ

躊
　
　
　
麒
（圃尚
い

ｗ
　

、ヽ
ポ

�
　
　
バ
鶴
針

К
　
　
　
　
　
κ
２

．

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

林
田

　

一
声

堀
田
　
蘇
仙

田
上
黙
公
子

浦
塚
　
南
天

渡
辺
　
雲
海

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

森
　
　
正
六

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

岩
下
　
京
子

鶴
林
　
巧

本
田
　
初
雄

後
藤
あ
ら
し

(4)
ｎ
０

O

んや.

0

東  貴子

S50.12.1生

(上町 )

q國い
空手

所属 町民福祉課 保健衛生係(保健婦)

憧れの高森町に来て2ヶ月になろう

としています。何といっても緑が美し

く、体中がされいになるような気がし

ます。これからも高森の中で日々成長

していきたいと思います。

緒方 久哉

S47.7.11生

(日召不口)

dttD
サ勁卜釣り・

楽器・祭り

所属  建設課 土木係

本年度から高森町の職員となりまし

た。庁内の職務よりも、その他の社会

活動において皆さんとお会いすること

が多いと思いますので、ご指導方お願

いします。

し

ヽ

為 ド

り

rヽ
レヽ
.Ψ

お詫 び と訂 正

5月号 9ページの自衛隊入隊者の中

で瀬井絵里さんは防衛医科大学校看護

学院入学でした。

5月 号 11ページの職員の氏名で今

村親介は今村親助でした。

今村 親助

S54.2.25生

(津留 )qttD
サッカー・里予王求

所属 水資源対策課 維持係

四月から社会人として新たな人生

に挑戦しています。学生の時にはな

かつた緊張感があり戸惑つていまが、

日々努力を重ねて自分に負けないよ

う前進していこうと思つています。

0

ハ

ヽ
「
ヽ

～

ご
θ

撚

地区名 避 難 場 所

高 森 高森小学校 高森中学校 林業総合センター

色  見 色見小学校

上色見 上色見小学校

野  尻 野尻林業センター 野尻小学校跡地

車  部 基幹集落センター 車部中学校

人 事 異 動

5月 11日 付けで町職員の人事異

動を行いました。

■税務課 ▼国民健康保険係 沼 田

勝之 (地籍調査係)▼地籍調査係

井上寿一 (町民福祉課福祉係 )

ρ ヽ
ノ

て
、

″

ヽ
し

も
′
一

・機
一　
．

■
目
□
目
劉
囲

「口
考・

一，一一一．一・　
　
　
　
　
　
■
料
「
増

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
大
災
害
。

ま
た
平
成
二
年
七
月

一
日
か
ら
二

日
に
か
け
て
の
豪
雨
で
は
、
山

林
、
農
地
、
道
路
の
崩
壊
、
近
隣

の

一
の
宮
町
と
阿
蘇
町
で
多
く
の

犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
平
成
五
年

に
も
床
上
浸
水
な
ど
の
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
梅
雨
前
線
に
よ
る
集

中
豪
雨
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま

す
。
梅
雨
時
期
と
な
る
今
月
か
ら

来
月
に
か
け
て
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
き
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

梅
雨
時
期
に
入
り
注
意
報
や
警

報
な
ど
の
天
気
予
報
に
充
分
注
意

し
、
で
き
る
だ
け
の
対
応
を
し
て

お
き
た

い
も
の
で
す
。

澤

‥
赫

又

/

饒解

L

ち
の
生
〈叩
・
財
産
を
守
り
ま
す

ｍ

‐‐‐１

％

　

′

岬
・
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目
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阿 蘇 の 大 自 然 を 推}け 抜 ιす る

'98阿蘇カルデラ

スーノゞ-7ラソン

5月 23日土曜日、ちょっと肌寒い中朝

5時に長陽村をスター トして阿蘇郡を駆

け抜け阿蘇町にゴールする、阿蘇カルデ

ラスーパーマラソン(100kmの部・50kmの

部)が今年 も盛大に行われました。

今年の参加者は全国から782名 と年々

増えています。沿線町村では大会を盛 り

上げようと、早朝から婦人会、交通指導

員、体育協会、役場職員などボランティア

を総動員 して、交通整理や水の運搬、

2.5kmご との給水所や 5 kmご とのエー

ド (軽食)ステーションの設置、運営など

に大忙 しでした。

選手たちは沿道の人から大きな拍手 と

激励の言葉に手を上げて応えながら元気

に走って行きました。また、清栄山越えで

は、鳴 り響 く風鎮太鼓の音に選手達は大

いに励 まされていました。

今回は高森から佐藤重勝さん (昭和 )、

佐藤桂一さん (昭和)の 2名が百キロコー

スに挑戦 し、町内では一段と大 きな声援

を受けていました。

|り■

C ‐れから″|‐‐11慶F麟襲| まずあ

今
後
は
実
施
本
部
で
の
具
体
的
な
動
き
に

四
月
二
十

一
日
火
曜
日
、
第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会
、
「く
ま
も
と
未

来
国
体

・
高
森
町
テ
ニ
ス
競
技
大
会
」
の
町
実
行
委
員
会
第
三
回
総
会
が

町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

こ
の
日
の
参
加
者
は
町

の
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
八
十
名
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
と
今
後
の
具

体
的
な
活
動

・
事
業
案
が
審
議
さ
れ
、
満
場

一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
開
催
と
成
功
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
ま
ち
の
皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
会
運
営
面
だ
け
で
な

く
、
観
光
、
産
業
、
宿
泊
、
医
療

・
衛
生
、
警
備
、
交
通
、
通
信
、
広
報
、

輸
送
な
ど
た
く
さ
ん
の
分
野
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
大
会
運
営
に

つ
い
て
役
場
職
員
や
町
の
各
種
団
体
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
た
く

さ
ん
の
参
加
に
よ
る
実
施
本
部
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
活

動
に
つ
い
て
の
細
か
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本

年

度

の

取

り

組

み

七
月
二
十
三
日
か
ら
の
全
国
都
市
対
抗
テ
ニ
ス
大
会
と
八
月
二
十

一
日

か
ら
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
テ
ニ
ス
大
会
開
催
た
め
の
色
々
な
準
備
の
た
め
に
、

県
テ
ニ
ス
協
会
や
久
木
野
村
と
の
連
携
に
よ
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
促
進
と
テ
ニ
ス
の
普
及
の
た
め
の
テ
ニ
ス
教
室
開
講

や
、
各
競
技
大
会
の
た
め
の
審
判
員
養
成
講
習
、
審
判
員
認
定
、
ボ
ー
ル
・

ス
コ
ア
補
助
員
養
成
な
ど
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（今
年
、
本
町
で
行
わ
れ
る
も
の
）

◆
七
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日

全
日
本
都
市
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

◆
八
月
二
十

一
日
～
二
十
三
日

国
体
九
州
ブ

ロ
ツ
ク
大
会

第
５４
回
国
民
体
育
大
会
テ
ニ
ス
競
技
　
平
成
Ｈ
年
１０
月
２３
日
か
ら
２８
日
ま
で

ミックルヒックル

… ●  ●

●  ●

モックル

見事完走。佐藤桂―さんさ ん頑張りました。

)のエー ステーションで。

ち
ご
を
採
り
ま
し
た
。
大
き
な
い
ち

ご
や
変
わ

っ
た
形
の
い
ち
ご
な
ど

つ
け
る
と
友
達
や
先
生
を
呼

」
ろ
ど
こ
ろ
で
、
い
ち
ご
を
口

学
校
に
入
学
す
る
園

児
も
ま
た
来
た
そ
う
で
し
た
。

あ
あ
　
おし

て

や
い
で
い
ま
し
た
。

い

つ
ぱ
い
に
真

林
淳

一
さ
ん

四
月
二

年
長

食
べ
て
い
る
園

．ど
の
子
も
満
足

待
さ
れ
い
ち
ブ

園
児
は
、
家
か

“
‐|ヽ

ユ ・
ッシ

じ縞ヘ
21

次
の
と
お
リ
テ
ニ
ス
教
室

（無
料
）
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー

ル
は
貸
し
出
し
ま
す
の
で
初
心
者
の
方
で
も
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
連
れ
で
も
、
も
ち
ろ
ん
結
構
。
楽
し
い

一

時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

六
月
二
十
六
日

（金
）

午
後
六
時
集
合
　
六
時
半
開
始

■
と
こ
ろ

高
森
町
民
体
育
館

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（二
面
使
用
）)で すね

湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
祭
り

開
催
の
お
知
ら
せ

七
月
四
日

（土
）
～

七
月
七
日

（大
）

午
前
十
時
～
午
後
九
時

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル

昨年の七夕飾り

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

六
月
二
十
八
日

（第
四

日
曜
日
）
午
前
十
時
半

阿
蘇
野
草
園
は
な
し
の
ぶ

広
場
　
（体
暇
村
南
阿
蘇
内
）昨年のはなしのぶコンサー ト風景

(12)(5)

菫
餞
町

EVEのた

一
九
九
九

た
か
も
り
国
体

■■■■■■

獅輻軸
搬
Ⅷ＝
¨‖
鶉

愧 |_

0)0

00

`つ

0■ツ

構 轟

卜魃 、
顎

腱囀

ツ ユ

テニス教室のお知らせ

高森町役場 国体推進室 2-2991(高 森町民体育館内 )
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フ
ツ
素
と
は

・
・
自
然
界

（土
、
海
、
空
気
）
等
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
特
に
お
茶
、
海
産
食
品
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
物
質
で
す
。

フ
ッ
素
を
歯
に
塗
る
こ
と
で
歯
を
強
く
し
、
む
し
歯
菌
Ю
一
▼
目
を
押
さ
え
て
、
む
じ
歯
予
防
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
・〔
）

高
校
生
等
の
税
の
作
文
募
集

1脱0
税
務
職
員

（税
務
大
学
校
生
）

募
集

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、

税
務
職
員
（税
務
大
学
校
生
）を
募

集
し
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（税

務
）
試
験
に
合
格
し
、
税
務
職
員

に
採
用
さ
れ
ま
す
と
、
税
務
大
学

校
普
通
科
に
入
校
し
、
十
三
ヶ
月

間
、
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務
職

員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
修

得
す
る
た
め
の
教
育
を
受
け
、
そ

の
後
、
税
務
署
等
で
国
税
の
仕
事

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
六
年
四
月

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
申
込
書
の
受
付
期
間

六
月
二
十
四
日

（水
）
か
ら
七
月

一
日

（水
）
ま
で

■
第

一
次
試
験

九
月
六
日

（日
）

■
申
込
用
紙
は
阿
蘇
税
務
署
に
あ

り
ま
す
。

この徹書 あなたの″がi生きている

(11)

電
話
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

六
月
は
町
県
民
税

（
一
期
）
、
国
民
健
康
保
険
税

（
二
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（六
月
三
十
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

私‖|‖Юl‖燿10‖

広報

一一鴫襲
醐〓猾
…

健
康
な
体
づ
く
り
に
必
要
な
食

物
を
取
り
込
む
日
、
そ
こ
で
咬

む
、
く
だ
く
と
い
う
大
切
な
役
割

を
担

っ
て
い
る
歯
。
五
十
歳
を
境

に
急
速
に
歯
を
失
う
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
生
涯
何
で
も
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
８
０
２

０
。
本
町
で
も
毎
年
８
０
２
０
達

成
者
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

間
目
標
５
５
２
５

（五
十
五
歳
で

二
十
五
本
）
。
い
か
が
で
す
か
？

歯
を
失
う
原
因
が
も

っ
と
も
多

い
の
が
歯
周
病
、
歯
を
支
え
て
い

る
歯
ぐ
き
の
病
気
で
す
。
歯
垢
が

原
因
で
炎
症
を
起
こ
し
赤
く
腫
れ

（歯
肉
炎
）
、
し
だ
い
に
出
血
や
歯

の
ぐ
ら

つ
き
、
日
の
中
が
粘

つ

く
、
冷
た
い
物
、
熱
い
物
が
し
み

る
、
歯
が
長
く
な

っ
た
感
じ
が
す

る
等

の
自
覚
症
状
が
で
て
き
ま

す
。
む
し
歯
同
様
、
生
活
習
慣
と

深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
歯
肉
炎

は
中
学
生
頃
か
ら
す
で
に
表
れ
て

き
ま
す
。
歯
垢
を
取
り
除
く
こ
と

で
予
防
で
き
ま
す
。

六

月

四
日

は
む

し
歯

予
防

デ
ー
、
家
族
み
ん
な
で
８
０
２
０

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

予
防
の
た
め
の
プ
ラ
ツ
シ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト

国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
高
校

生

の
皆
さ
ん
か
ら
の
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
①
税
や
税
務
署
に
対

し
て
の
意
見
、
②
税
に
つ
い
て
の

学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見

や
感
想
、
③
税
務
署
や
公
共
的
施

設
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
体
験
や
印
象
、
④
税
に
つ
い

て
の
家
族
の
体
験
談
や
周
り
の
人

の
意
見
を
聞
い
て
自
分
が
考
え
た

こ
と
な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

字
数
は
三
千
字
以
内
で
、
締
め

切
り
が
九
月
七
日

（月
）
と
な

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
文

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
に
お
い
て
同
じ
内
容
の

テ
ー
マ
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

字
数
は
、
千
二
百
字
以
内
で
締
め

切
り
が
九
月
上
旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

奮

っ
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

税
務
職
員
募
集
、

税
に
関
す
る
作
文

の
募
集
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
阿
蘇

税
務
署
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

・
最
低
、
寝
る
前
に
は
必
ず
歯
を

み
が
く
。

・
ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ
は
歯
の

一
本

一

本
を
て
い
ね
い
に

（歯
と
歯
ぐ
き

の
境
、
歯
と
歯
の
間
、
歯
の
く
ぼ

み
）

・
自
分
の
口
に
あ

っ
た
歯
ブ
ラ
シ

を
選
ぶ
。

・
糸
よ
う
じ

（デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
）

等
も
利
用
し
て
み
る
。

む
し
歯
予
防
講
演
会

四
月
十
八
日

（土
）
、
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
の
む
し
歯
予

防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学
教
授
の
境
脩
先

生
の

「む
し
歯
か
ら
子
ど
も
を
守

る
に
は
」
と
題
し
て
の
講
演
に
保

育
園
や
幼
稚
園
の
保
護
者
等
七
十

名
が
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し

た
。
近
年
盛
ん
に
い
わ
れ
て
い
る

フ
ッ
素
の
利
用
に
よ
リ
フ
イ
ン
ラ

ン
ド
で
は
十
五
年
間
に
平
均
む
し

歯
数
が
五
分

一
に
減
少
し
た
そ
う

で
す
。
む
し
歯

に
な
る
三
要
素

は
、
細
菌
、
食
物
、
歯
質
で
す
。
歯

質
を
フ
ッ
素
が
強
く
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
歯
磨
き

の
励
行
と

フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉
な
ど
を

利
用
し
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
い

歯
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

昨年の歯まつりより

台 所 か らは じ ま る省 エ ネ  ー地球温暖化を防ぐために一

◆中火で湯を沸かそう

あなたはどのくら|い の火加減でお湯を沸かしますかつガスの火を全開

にして21κの湯を沸かすとガス代は4円。中火ならばこれが 10蘇少な

い3,6円 になります。つまりやかんの底からはみ出す火はエネルギーの

ムダというわけです。早 く沸かしたいときは、湯沸かし器の湯を使って

もよく、このほうがガス代もトクなのです。

知っておきたい省エネのコツ、けつこう台所にたくさんあるものです。

たとえば、沸騰すると自動的に保温してくれる便利な電気ジャーポット。

この保温にかかる電気代は1時間 1円です。7時間保温すると水から沸

騰させるのと同じだけかかります。使う量だけ沸かし、必要な時間だけ

保温することで省エネができるわけです。同じことが、電気ジャー炊飯

器の保温にも言えます。3合のご飯を 12時間保温する電力で同じ量の

ご飯が炊けるのです。しかも、意外なことに保温するご飯の量が少ない

ほど、電子レンジで温め直したほうがお トクだし、おいしい場合もある

のです。

便利な器具ほど、使い方次第でムダを省く余地がまだまだありそうです。

ぬ
響
瞳

ぼ

脳
収ヽ
旧脳
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だ
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●

●

よ

り

◆
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

平
成
十
年
度
よ
り
国
民
年
金
の
支
払
い
通
知
が
年

一
回
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
事
務
の
簡
素
化
、受
給
者
の
み
な
さ
ん
の
煩
雑
さ
の
解
消
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

従
来
は
偶
数
月
に
年
六
回
の
支
払
い
通
知
を
送
付
し
て
お
り
、
そ
の
都
度
支
払

わ
れ
る
べ
き
金
額
の
記
入
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
年
度
か
ら
は
、
一
回
の
通
知

と
な
る
こ
と
に
よ
り
年
額
の
記
入
が
し
て
あ
り
ま
す
が
支
払
い
は
従
来
ど
お
り
偶

数
月
の
十
五
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
国
民
年
金
の
保
険
料
は
便
利
な
国
座
振
替
で
納
め
ま
し
よ
う

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月
支
払
い
に
行
く
の
が
面
倒
と
い
う
方
や
、
う
っ
か
り
し
て

忘
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
。

こ
う
い
う
方
に
保
険
料
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
毎
月
支
払
い
に
行
く
手
間
も
省
け
る
ば
か
り
か
、
納

め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

中
込
み
手
続
き
は
簡
単
！
手
数
料
無
料
―

預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
保
険
料
の
納
付

書
を
持
っ
て
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
、
ま
た

は
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
口
座
解
約
を
し
な

い
限
り
継
続
さ
れ
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
大
事
な
保
険
料
。

納
め
る
の
を
忘
れ
ち
や
っ
た
！
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
、
是
非
口
座
振
替
を
利
用
し
ま

・し
よ
つヽ
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
担
当
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

(6)

阿蘇税務署では、平成 10年度の 「国税モニター」を次の4人の方に委

嘱しましたので、身近な税についてのご意見をお寄せ下さい。 (敬称略)

国税モニター制度は、広く一般国民の意見、要望、苦情等聞いていただき、税務行政における事務運営の改善納税者サービスの

向上など一層円滑な事務運営に役立てていくことを目的としています。(委嘱期間平成 10年 4月 1日から平成 11年 3月 31日 まで)

（
一
の
宮
町
報
道
関
係
）

藝
li多  

・

襲窯:

く1亀ンレ

曲
越∵沃

酌
■|■

‐

■IT・

R‐Ю■

松
岡
　
茂

北
里
純

二

（小
国
町
会
社
役
員
）

稲
古
美
智
子

（阿
蘇
町
会
社
役
員
）

脚餘
卜 よi

ド

～酸辣湯 (ス アンラータン)～  (4人分 )

おなじみの酸つぱくて辛いスープ。

材料をシンプルにしましたので手早く作れます。

□材料

豆腐一丁 (約200g)、 乾きく

らげ10枚、絹さや25g",1
個、片栗粉大さじ2、 鶏ガラ

スープ又は顆粒スープの素

カップ3、 しょうゆ大さじ1、

酒大さじ1、 酢大さじ1共 、
塩小さじき、ラー油又はこ
しょう適量
□作り方

①きくらげは水で戻して石突きを除き、千切りにする。絹

さやは筋を取って斜め l cm幅に切る。

②鶏ガラスープを熱くし、しょうゆ、酒、酢、ラー油を加える。

①に拍子木切りにした豆腐を加え、煮立ってきたら片栗

粉を倍量の水で溶いて加え、薄いとろみをつける。

③静かに煮立つ火加減にし、溶いた卵を流し込み手早く

ふたをして火を止める。

1人分 のカ ロ リー 1人 分の塩分

70キロ,E 17g

″´′

¬

鶴

ｒ

ｒ

/′

』

い

０

rョ
ヒ」』税モニター決まる I

吉
良
公
紀

（阿
蘇
町
教
育
関
係
者
）



新しい先生紹介
5月号の新しい先生紹介で漏れがあ

りましたので改めて紹介します。

①職名、②前任校名、③出身市町村名、④
趣味特技など、⑤自己紹介・抱負・挨拶

戦
没
者
追
悼
式

悲
し
み
を
胸
に

繰
り
返
す
ま
い
あ
や
ま
ち
を
　
平
和
の
誓
い
あ
ら
た
に

家

庭

教

育

請

演

会

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
格
形
成
と
や

さ
し
い
人
間
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
高
森
町
家
庭
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日

時

七
月
四
日
午
後

一
時
半

◆
場

所

高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（役
場
隣
）

◆
講

演

演
題

「心
と
心
の
ふ
れ
あ
い

～
ち
び
っ
子
と
の
囲
碁
遊
び

を
通
じ
て
～
」

講
師
　
安
田
泰
敏
先
生

プ

ロ
棋
士

（日
本
棋
院
所
属
）

講
師
は
、
プ
回
活
動
を
す
る

一

方
、
幼
稚
園
や
小
学
校
等
を
個
人

で
回
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
囲
碁
の

普
及
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
の
道
具

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
全
国
各

地
を
駆
け
め
ぐ
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
　
　
・

〓　
臥
郎

Ｃ

課

課

今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

五
十
三
年
目
。
日
本
は
こ
の
間
、

戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ

と
突
き
進
み
、
世
界
を
代
表
す
る

経
済
大
国
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
年
数
は
経
て
ど
も

ご
遺
族
の
苦
し
み
と
悲
し
み
、
そ

し
て
残
し
た
家
族
の
行
く
末
を
案

じ
戦
場
に
散
ら
れ
た
英
霊
の
痛
恨

の
想
い
は
癒
え
る
こ
と
は
な
い
で

，し
よ
つヽ
。

こ
の
家
族
と
、
英
霊
の
気
持
ち

に
少
し
で
も
報
た
い
と
、
今
年
も

五
月
十
日

（高
森

・色
見
地
区
）
と

十

一
日
に
草
部
地
区
と
野
尻
地
区

の
三
ヶ
所
に
お
い
て
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
と
も
ご
遺
族
や
戦
友
の

方
々
と
来
賓
各
位
が
追
悼
の
言
葉

を
捧
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
新
た
な

る
平
和

へ
の
誓
い
を
胸
に
献
花
さ

れ
ま
し
た
。

平
和
な
日
本
。
そ
の
創
造

に

は
、
大
き
す
ぎ
る
犠
牲
で
し
た
。

私
た
ち
は
平
和
の
尊
さ
を
真
剣
に

考
え

一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
永
久
の
平

和
を
願

っ
て
。

「第37回かんぽ作文コンクール」応募作品募集中 !

●  ●

」農i:≠:==―妬● ●

鼈
訃

√

郵政省では、今年も「かんぽ作文コンクーノ閉 の作品を

募集しています。

小学校5・ 6年生、中学生の方ならどなたでも応募でき

ます。日頃考えていること、感動したことなど、みなさま

の多数の応募をお待ちしています。

詳しくは、あなたの町の郵便局にお尋ね下さい。

〈募集期間〉

平成 10年 5月 1日 (金)から6月 30日 (火 )

「簡易保険に関係があるもの」

小学生の部 「私の夢」

中学生の部 「いきるつてなんだろう～命の尊さ、

生きることの素晴らしさなど～」

自由題 「日頃、心の中で思つていること、身の回りで

起こつたできごとなど」

〈応募のきまり〉

400字原稿用紙 3枚以上 5枚以内
安田先生の囲碁教室

阿蘇広域行政事務組合消防本部

外出時にはこんな点に注意

留守中に火災を出さないためには、出かける前の火の元の点検が肝心で

すが、その他にも次のような事に気をつけて下さい。

●お年寄りや病人を家に残して外出する場合

いざという時に避難しやすいように、出口に近い部屋にいてもらう。

火を使わなくてすむように、食事の用意をして出かける。

●子どもを家に残して外出する場合

火遊び防止のため、マッチ、ライターなどを子どもの手の届 くところにおか

ない。

●ペットがいる家では、

ペットによってこんろ等のスイッチが入ってしまい火災になる例もあること

から、火気使用器具のある部屋はドアを閉め近づけないようにしておく。

ノ

南部分署 電話 2-9034

．
―

ヨ】
Ｌ

自
慢
の
子
牛
勢
揃
い

第
４０

優
良
子
牛
保
留
奨
励

品
評
会

四
月
二
十
日
、
南
阿
蘇
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
畜
産
農
家
の
意
欲

向
上
と
、
畜
産
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
町
主
催
の
品
評
会

を
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。
農
家
自
慢
の
雌
牛
七
十

一
頭
が
出
陳
さ

れ
資
質
、
体
形
、
発
育
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（敬
称
略
）

AGRICULTURE NEWS

ロ

若
齢
の
部

（三
十
四
頭
）

▽
優
等
賞
　
宇
藤
信
喜

（と
も
え
）

▽

一
等
賞
　
勝
木
忠
男

（み
ず
き
）

勝
本
忠
男
（ふ
ゆ
る
）
足
立
哲
男
（や

す
よ
）
芹
口
秀
吉

（ひ
め
さ
く
ら
）

小
蔦
孝
生

（さ
か
え
し
ま
）

壮
齢
の
部

（三
十
七
頭
）

▽
優
等
賞
　
岩
下
利
晴

（第
二
十

五
さ
か
え
）

▽

一
等
賞
　
甲
斐
成
美

（な
る
ふ

く
）

矢
津
田
勇
次
（め
ぐ
み
）

岩

下

一
夫
（は
る
み
）

本
田
清
二
（は

る
た
か
ら
）後
藤
保
幸
（み
ず
え
壱
）

お年寄りや子どもがいる家庭では、カーテン、じゅうたん、衣類寝具類は防災製品を使い、燃えにくく

しておくことがポイントです。また、出かける前には近所の人に声をかけ頼んでおきましょう。

”
慕

燕

奮

求人案内 (南阿蘇地区)(平成10年 5月 14日現在)

☆男女不問

店内販売員・・・・2名 ・18歳 ～ 50歳 120,000～ 170,000円

土木作業員・・・・3名 ・18歳～ 60歳 120,000～ 250,000円

販売員・・・・・・4名 ・20歳～ 35歳 140,000～ 350,000円

★男子
パン製造・・・

施設保全係・・

造園作業員・・

営業、支配人・

内職回り・・・

★女子

縫製工・・・・・

清掃員 (パート)

接客宴会係・・・

美容師及び見習・

キャディー・・・

1名 ・20歳～45歳 154,000～ 270,000円

1名 ・25歳～45歳 155,000～ 183,000円

1名 ・18歳～ 35歳 187,500～ 250,000円

1名 ・40歳～ 60歳 200,000～ 300,000円

1名 ・18歳～ 35歳 161,000～ 188,500円

5名 ・20歳～ 55歳 110,450～ 111,450円

5名 ・25歳～ 58歳 670円/時間

2名 ・20歳～ 57歳 115,000～ 205,000円

1名・18歳～45歳 120,000～ 170,000円

5名 ・18歳～ 55歳 120,000～ 200,000円

※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあります。

お問い合わせは早めに

阿蘇公共職業安定所 (0967-22-0040)紹介係ヘ

藤本美和子

①養護教諭
②蘇陽中学校

馬見原分校

③長陽村
④登山

⑤ 10年ぶ りに高森町で仕事が出来

ることを大変嬉 しく思っています。

草部中学校は、初めてですが早 く地

域に慣れ、、また生徒達一人ひ とり

との出会いを大切に楽しく過ごして

いきたいと思っております。
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明
る
中
選
挙
推
進
協
議
会
設
立
総
会
開
催

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う

「
三

な

い

運

動

」

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
付
を

贈

ら

な

い
！

有
権
者
は
政
治
家
に
寄
付
を

求
め
な
い
―

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の

五
月
十
二
日
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
駐
在
嘱
託
員
地
区
代
表
、
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
、
青

年
団
体
代
表
、
婦
人
会
校
区
代
表
、
前
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
な
ど
十
五

名
で
構
成
さ
れ
た
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
会
長
に
は
前
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
の
小
嶋
猛
さ
ん

（矢
津
田
）
、
副
会
長
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
岩
下
信
夫
さ
ん

（色
見
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
。

明
る
い
選
挙
の
総
合
的
企
画
及
び
推
進
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
協
議
会
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す

る
と
と
も
に
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
関
し
て
必
要
な
と
き
は
、
委
員
会
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●

「車
い
す
体
験

口
町
内
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
」

本
町
の
高
齢
者

（高
齢
化
率
２５
％

一
月
末
現
在
）
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
障
害
や
体
に
何
ら
か
の
制
約
を
持
つ
方
々
が
、健
常
者
と
共
に
暮
ら
し
、

共
に
喜
び
合
え
る
よ
う
な
社
会
を
創
り
出
す
と
と
も
に
、
心
の
育
成
を
め
ざ
し
た

「高
森
町
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
車
い
す
に
体
験
乗
車
し
、
肌

で
体
の
不
自
由
な
方
々
の
苦
労
を
少
し
で
も
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
高

森
町
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
等
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

四
月
二
十
六
日
、
午
前
九
時
か

ら

「車
い
す
体
験

・
町
内
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
が
駅
前
広
場
を
ス
タ
ー

ト

・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
小
学
生
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
の
約
百
二
十
名
は

四
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
町
内
を
車

ヽ
5月 12日 、日月るい選挙推進協議会設立総会

熱の入つた質疑の行われた研修会

町
議
会
公
職
選
挙
法

研
修
会
を
開
催

四
月
八
日
、
町
議
会
が
県

の
選

挙
管
理
委
員
会
を
講
師
に
呼
ん
で

公
職
選
挙
法
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
か
ら
公
職

選
挙
法
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴

い
正
し
い
選
挙
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。
質
疑
で
は
近
隣
町

村
な
ど
で
発
生
し
た
選
挙
違
反
等

を
具
体
的

に
分
析
し
な
が
ら
講
師

に
鋭

い
質
問
が
で
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
六
月

一
日
か
ら
施

行
の
投
票
時
間
の
延
長
や
不
在
者

投
票
の
事
由

の
緩
和
な
ど
に
よ
り

い
す
に
体
験
乗
車
し
な
が
ら
道
路

や
街
並
み
を
チ

ェ
ッ
ク
。
普
段
は

何
と
も
思
わ
な
い
道
路
や
標
識
等

が
車

い
す

に
と

っ
て
は
非
常

に

や
っ
か
い
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
、
ち
ょ
っ
と

し
た
傾
斜
、
何
気
な
く
駐
車
さ
れ

実
際
に
投
票
率
の
増
加
が
期
待
で

き
る
の
か
な
ど
の
意
見
も
出
ま
し

た
。

畿理鯰繭濶lは1譲

参加者全員集合
「貴重な体験をしました。今後は、多くの人に理解してもらえるようがんばりたい

です。」との声が多数ありました。

●

て
い
る
車
、
歩
道
上
に
立
ち
並
ぶ

標
識
ど
れ
も
が
車
い
す
で
は
大
変

で
す
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が

体
の
不
自
由
な
方
の
手
助
け
を
し

た
い
と
実
感
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

＊
高
齢
化
率
と
は
全
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
割
合

●  ●

同和問題・人権啓発推進基本方策について諮問

4月 22日 、役場委員会室において、町長、教育長から

高森町部落差別等撤廃人権擁護に関する審議会 (後藤英範

会長他 14名 )に「今後の同和教育啓発及び人権教育啓発推

進のための基本的方策について」の諮問があ りました。

平成6年 12月 の国連総会での「国連人権教育 10年行動計

画」を提起に、国・県で も人権擁護・教育、啓発推進の環

境が整いつつあ ります。町では本年度末までの答申を求

めています。

みんなで機能訓練 ～心も体も穏やかに～

毎月一度、身体が不自由な方々が、一時で も楽しく安

らいでもらえるようにと町と社会福祉協議会共催で機能

訓練事業を温泉館で行なっています。

4月 22日 の機能訓練では、参加した 20名 の方々が車

いすの上から一緒に訓練を行っている家族や町・社会福

祉協議会の職員等と花苗をプランターに一本一本ていね

いに植え付けをしました。みんなで作業を行っている時

のはつ らつ とした表情は印象的でした。

串

轟
目
量
菫
翠豊

調 ■■

「嘲 口 疇
‐‐■|■| ‐

仕事が忙しかったり、レジャーの計画があったり、赤ちゃんがいたり・・・。

暮らしのペースは人それぞれです。 選挙の日でも暮らしのペースを変えることなく、出来るだけ多くの人

が投票に行けるように公職選挙法が一部改正されました。

上な改正内容は次のとおりです。

■投票時間が延長され午後8時までとなりました。(午前 7時から午後8時まで)

■不在者投票の時間が延長され午後8時までとなりました。 (午前8時 30分から午後8時まで)

■不在者投票が認められる事由が緩和されました。

○自営業の方などや冠婚葬祭などの予定がある方。

○レジャーや買い物などの私用で、投票日に投票区内にいない方。

○引っ越しをして他の市町村に住んでいる方。

○病気やけが、妊娠などの理由で歩けない方。

これらの改正は平成 10年 6月 1日から施行されます。

詳しくは、高森町選挙管理委員会 TEL 2-1111(内 線 176・ 177)ま でどうぞ。

みんなで投票に参加し、明るい選挙を実現しましょう。
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